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区分 資料名 主な内容 対　象
基本
教材
『統一問題の理解』 統一問題に対する観点、歴史の中におけ
る統一、南北関係の展開、周辺国と韓半
島の統一、我々の統一努力、統一ビジョ
ンと統一準備
大学生、大人、
教師など
『北韓理解』 北韓理解の観点、北韓の政治体制と統治
理念、対外政策と対外関係、軍事戦略と
軍事力、経済状況と変化、教育と文化、
社会と住民生活
『平和・統一教育：
方向と観点』
平和・統一教育の目標、重点方向、内
容、方法、統一教育支援法（付録）
学生、教師など
学校用
参考
教材
『韓半島の今日と統
一（初等5～6学年
用）』19
南北分断の原因、北韓の姿、統一未来の
ビジョン、統一方案、統一のためにでき
ること
初等学生
『韓半島の今日と統
一（中学生用）
南北分断の原因、南北関係の歴史、北韓
の生活、統一の必要性、統一方案
中学生
教師用
図書
『韓半島の今日と統
一（初等用）』
南北分断の原因、北韓の姿、統一未来の
ビジョン、統一方案、統一のためにでき
ること
教師など
『韓半島の今日と統
一（中学生用）』
南北分断の原因、南北関係の歴史、北韓
の生活、統一の必要性、統一方案
『統一、こんにち
は』
韓国の韓民族のアイデンティティ、南北
関係及び北韓の理解、統一の必要性、統
一のための在外コリアンの役割
【出典】統一部『2018統一白書』印刷所：（社団法人）障碍者同伴成長協会、2018年4
月、190頁を参考に筆者が作成。上記の資料の他にも、「視聴覚障碍者用教材、外国語教
材、進路職業体験教材、北韓離脱住民教材、参考資料」などの開発教材がある。なお、
2018年8月に発行された『平和・統一教育：方向と観点』については、筆者が追加した。
19 初等3～4年生用の資料は、2018年9月に発行されているが、初等用5～6学年用にはない「QRコー
ド」による資料導入により、北朝鮮に関する動画資料を参考できるようになった。統一部・統一
教育院『韓半島の今日と統一　初等3～4学年用』教学社、2018年9月。
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朴　　　貞　蘭
　（前略）統一をすべきより現実的な理由を多様な側面から提示することが必要であ
る。統一は、分断により南北韓の住民が経験している苦痛と不便を克服するために達
成すべきことである。また、わが民族の再跳躍のためのステップであり、（統一をすれ
ば：引用者）韓半島と東北アジア、ひいては国際平和に貢献できるし、人類普遍的な
価値が尊重され人間らしい生活が保障されることを考えさせるべきである。（後略）
　上記の他、「健全な安保意識を高めること」、「バランスのある北韓観の確立」、「平
和意識の涵養」、「民主市民意識の高揚」が「統一教育」の具体的な目標として挙げられ
ている。
　既述したように、統一教育院では、「統一教育」関連資料の他、「統一教育」の現場で
教育が実施できる専門家を対象とした研修プログラムも運営した。社会各界の最高経営
者、公務員、公企業の職員、学校の教員と民間団体の役員を対象とした「統一教育」プロ
グラムを進めるなど、各現場における統一認識改善を徹底した。それから、様々なサイ
バー教育の実施とともに、2013年以後、毎年5月の4週目を「統一教育週間」とし、学校
と地域社会を中心に多様な「統一教育」を実施している。2017年には、全国規模の初中
高等学校における統一関連の「契機授業」20や全国各地で行われた参加型のイベントも実
施した。全国17カ所の「地域統一教育センター」が実施した参加・体験型のイベントに
は、2017年の一年間、約30万名の市民が参加し、この他、約110万名の市民が全国にある
12カ所の「統一館」を訪ね、統一関連の展示を観覧したという21。
6．おわりに
　本稿では、韓国の「統一教育」の実態を考察するために、『2015改訂教育課程　道徳科
教育課程』と2018年度から新しくなった『中学校　道徳②』教科書を取り上げ分析した。
　戦後韓国における「統一教育」は、「反共・安保教育」から「統一教育」へ移行してい
く第5次教育課程期には、「統一・安保教育」という内容変更が行われた。その後、第6
次教育課程期に入り、「統一教育」は実質的な南北関係における状況を克服するために変
更されていく。第7次教育課程からは、2000年南北首脳会談の影響もあり、安保的な価値
よりは民族の和解という側面が強調されるようになる。2009改訂にいたっては、南北間
の「民族協調」よりは、「米韓協調」が重視される内容になり、世界的な普遍性を求める
傾向があらわれた。さらに、2015改訂教育課程期には、平和統一に向けた新たなビジョ
ンが掲げられ、「平和・統一教育」を目指す方向へと変化するようになる。
20 各学校の統一教育授業で使用できる「契機授業」用として、初等学校・中学校・高等学校向けの
「統一教育」関連のPPT資料を作成し、誰にでも利用できるように統一教育院の「資料広場」
コーナー（統一部・統一教育院ホームページ：https://www.uniedu.go.kr/）で公開している。こ
の資料については、日本比較教育学会第54回全国大会（2018年6月24日）で、「韓国初等学校に
おける「統合教科書」の特徴―「分断」意識・「統一」教育を中心に」という発表において紹介
した。
21 統一部『2018統一白書』印刷所：（社団法人）障碍者同伴成長協会、2018年4月、182～183頁。
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韓国「道徳科」教科書における「統一教育」の特徴
　『2015改訂教育課程　道徳科教育課程』では、北朝鮮に対するバランスのある理解、
統一の意味と価値を考えさせる単元内容と目標が掲げられており、この教育課程に基づ
き、2018年度に新しく発行された『中学校　道徳②』教科書は、全部9種類にもわたる。
これらの教科書は、出版社によって様々な特徴がみられた。共通してみられる特徴の中で
最も注目すべきところは、統一教育院の『平和・統一教育：方向と観点』においても指摘
している、若い世代に存在する「統一への実現意志（統一意識）離れ」に対する対策教材
であった。各教科書では、「韓半島の統一価値」を分断背景から学ぶ歴史・民族的な側面
だけではなく、「北韓住民の人権」を回復させるための人道主義的な側面、統一国家がも
たらす経済的・文化的な効果などの側面、ひいては世界平和への貢献という側面からもそ
の価値を位置づけている。
　なお、韓国の「道徳科」教科書における「統一教育」には、多文化社会という時代の流
れの中で新たな課題が問われていると考えられる。それは、分断意識から生まれる民族共
同体（統一国家）志向を越えた、多文化時代における多様性と統一性の調和を通した「多
文化統一教育」22への課題である。対立と葛藤ではない、和解と協力のメッセージが盛り
込まれた多文化時代における世界市民養成の「統一教育」のためには、今後さらなる検討
と考察が必要であろう。
　最後に、本稿で取り上げることができなかった戦後韓国の「道徳科」教科書における
「反共→安保→安保統一」教育の考察については、現在の「統一教育」を考える際に最も
重要な作業ともいえよう。筆者は、その資料調査のため、2018年11月に韓国の教科書博
物館（（株）ミレエン）を訪問した。戦後韓国の国定教科書を発行してきた大韓教科書株
式会社（1948年9月創立）は、2013年ミレエン（MireaN）23に名称を変更したが、2003
年、韓国最初の教科書博物館24を開館する。この教科書博物館には、戦前・戦後期にわた
り韓国で発行された教科書が所蔵されており、教科書博物館のジョン・ムンジュ学芸研究
室長やジョ・ユンファ社員のご協力により、戦後初期から第7次教育課程までの初等・中
学校の「道徳科」教科書における反共・安保教育の資料を調査することができた。これら
の分析は、次年度の日本比較教育学会や論文などにおいて、発表・公開の予定である。
〔付記〕
　本研究は、日本比較教育学会第54回全国大会（2018年6月24日、於・東広島芸術文化
ホールくらら）にて、「韓国初等学校における「統合教科書」の特徴―「分断」意識・
「統一」教育を中心に」というタイトルで行なった個人発表の一部であり、科学研究費・
基盤研究（C）「戦後韓国における「分断イデオロギー」教育の形成と展開―教科書・体験
学習を中心に―」（課題番号：17K04725、平成29～32年度）の研究成果の一部である。
22 「多文化統一教育」については、ガン・ジンウン「韓国社会の種族的民族主義と多文化統一教
育」『教育文化研究』第21-3号、2015年、253～275頁をご参照いただきたい。
23 （株）ミレエン出版社は、2017年8月に「統一初等国語教科書開発基礎研究」の学術大会も開催
するなど、近年教科書における「統一教育」教材開発に注力している。
24 教科書博物館については、http://www.textbookmuseum.co.kr/をご参照いただきたい。
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